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半径 1 の円周上に反時計回りに点 A，B，C，D を順にとり，線分 AD は直径で，
AC = CD，AB = BCが成り立つとする。

(1) ∠ACBを求めよ。

(2) BCを求めよ。

(3) 線分 ACと線分 BDの交点を Eとするとき，三角形 BCEの面積を求めよ。


